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雪崩対策について

・青森県が管理する道路は、２４４路線３，５９８ｋｍ

であり、そのうち冬期閉鎖路線を除いた管理延長は、

２，９８２ｋｍとなっている。

・冬期間における雪崩等による道路交通の阻害を防ぎ、

安全安心な道路空間を確保するため各種雪崩対策を

実施している。
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＜雪崩発生状況の一例＞
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雪崩対策の一例（防護工）

スノーシェッド
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せり出し防護柵
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雪崩対策の一例（予防工）

雪崩予防柵（固定柵）
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雪崩対策の一例（予防工）

雪崩予防柵（吊柵）

5



青森県 県土整備部 道路課

雪崩対策の一例（予防工）

雪崩予防吊枠
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雪崩対策実施のための点検・調査

○道路防災点検による雪崩危険箇所の抽出

・青森県では道路防災点検業務を毎年実施。

・雪崩の発生する危険性のある箇所について実施。

・要対策箇所およびカルテ監視箇所について調書を

作成し、対策が完了するまで継続的に点検している。

【H27実績：78箇所（雪崩危険箇所）】

○雪崩発生の要因調査の実施

＜要因＞積雪深、斜面勾配、植生の疎密度、

斜面方位、被災履歴
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道路防災点検調書の一例
6 3 3 8 D 5 0 3 0 3 5 8 2 0 0 3 6 1 0 0 m

郡 村 度 分 秒 度 分 秒

（ ）

H 年 月 日 （ ） 6 3 3 8 A 5 0 7

（ （ ）

（

cm

その他2：

工種1：

現象3：

その他3：

工種2：

工種3：

現象2：

現象1：

有

55.5

国道３３８号 距離標（自） (至)

木杭

非該当非該当

落石・崩壊

29

点） 総合評価：

北緯 41 18 140東経

対応施設管理番号：

迂回路

施設管理番号 点検対象項目 雪崩 路線名

青森県 下北 位置目印
大字長後

（逢道石国有林）
佐井

0

30 年 確 率 積 雪 深 14

総合評価： 防災カ ルテを作成し対応する点）

ＤＩＤ区間

（H8年度以降）

位　置　図　（縮尺1/25,000）

下北地域県民局地域整備部

青森県
管 理 機 関 名

管 理 機 関 コ ー ド 02 0100

時間雨量

事業区分 一般 道路種別 一般国道（指定区間外）

事前通行規制区間指定 有　（通行） 規制基準等 連続雨量 台/12h30 mm 交通量 平日

現道・旧道路区分 現道 所在地

120 mm

無

休日 300 有

スケッチ・現況写真（既設対策工、位置目印との位置関係が分かるもの）

バス路線200 台/12h

天候： 晴

特 記 事 項 被 災 履 歴

重 複 点検 対象 項目

調 査 方 法 地表踏査 目視点検

点 検 実 施 20 6 11

所 見 終点側端部は崩壊地形をなし、斜面に凹凸が少なく、植生も貧弱。雪崩の起きやすい形状となっている。

雪崩発生実績により、対策を必要とする。　→対策実施につき、カ ルテにて経過観察する。
平成8年度点検結果 評点

（ 評 価 理 由） 平成18年度点検結果 評点

想 定 対 策 工

予 想 災 害 規 模

280.000

指定有

上下線の別 下 延長

世界測地系48 44.4 測地系

緊急輸送道路区分

／対応：

様式－４　　箇所別記録表（雪崩）

その他1：

規模2：

規模1：

規模3：

参照 参照

評価

検査数字

E001
H=5～10mの切土法面

H=15m、勾配1：1.0
植生貧弱
雪崩予防柵設置

調査位置
せり出し防護柵設置

[要因]（A）

（全層雪崩） （表層雪崩） [履歴]（C）

（C）

（D）=MAX（B,C）

（B）

（C）

（D）=MAX（B,C）

点

注）（　）は各項目の満点を示す。 点

　　該当する場合は配点欄に○印をつけると共に

点数を記入する。

　　不明な場合は中間的な値を採用する。

（A）

[発生区における斜面の積雪状況のチェック]

（A2）

（A）=MAX（A1,A2）

※斜面勾配が25度以上の場合に記載、結果を総合評価に反映

[対策工]（B）=（A）+α または（A）×0

[総合評価]

（B）

　対策が必要と判断される。

　防災カルテを作成し対応する。

　特に新たな対応を必要としない。

斜面に積雪が多く、雪崩の発生区となる可能性が高い

斜面に積雪は少なく、雪崩の発生区となる可能性は低い

対　　　　　　　　応 判　定

0

29

29

0

17

20

1

1

 対策工が設置されていない。

 対策工が設置されているが、万全な対策工ではない。

 想定される雪崩に対して十分効果が期待できる。

 対策工が設置されている。

20

評　　点

±０点

点数（α ）

×０点

－２点

既 設 対 策 工 の 効 果 の 程 度

発生区における斜面勾配が25度未満

発生区における斜面勾配が25度以上～40度未満

発生区における斜面勾配が40度以上

樹高８ｍ以上の高木の疎密度が中程度（50％）以上

評　　点　　区　　分

年最大積雪量（30年確率）が１ｍ以上～２ｍ未満

年最大積雪量（30年確率）が２ｍ以上～３ｍ未満

年最大積雪量（30年確率）が３ｍ以上

評　　点　　区　　分

0

評　点

(29)

年最大積雪量（30年確率）が１ｍ以上～２ｍ未満

年最大積雪量（30年確率）が２ｍ以上～３ｍ未満

年最大積雪量（30年確率）が３ｍ以上

発生区における斜面勾配が25度未満

発生頻度

　３年に１回以上

5 (5)

記載不要

配　点

29

25

22 29

(7)

5

要　　因

積 雪 深

斜面勾配

植　　生

3 3

0

5

6

7

斜面方位

樹高８ｍ以上の高木の疎密度が小～中程度（20～50％）

または樹高４ｍ以上の中高木の疎密度が中程度以上

樹高４ｍ以上の中高木の疎密度が小～中程度、

平斜面／その他

沢型斜面

南東・南・南西・西

尾根型斜面

または樹高２ｍ以上の樹木の疎密度が小程度（20％）以上

3 (3)

2 2

0

斜面の種類

合　　計

合　計

17

全層からの評点

全層と表層のうち、

大きい方

表層からの評点

点

（A1） (29)

または樹高２ｍ以上の樹木の疎密度が小程度（20％）以上

裸地、草地、樹高２ｍ未満の灌木

北・東北・東・南東・南4 (4)

北西・西・南西

5裸地、草地、樹高２ｍ未満の灌木

（樹高２ｍ以上の樹木は点在程度（疎密度20％以下））

北西・北・北東・東

発生区における斜面勾配が25度以上～40度未満

発生区における斜面勾配が40度以上

樹高８ｍ以上の高木の疎密度が中程度（50％）以上

樹高８ｍ以上の高木の疎密度が小～中程度（20～50％）

または樹高４ｍ以上の中高木の疎密度が中程度以上

樹高４ｍ以上の中高木の疎密度が小～中程度、

（樹高２ｍ以上の樹木は点在程度（疎密度20％以下））

尾根型斜面

平斜面／沢型斜面／その他

(29)

20

（A2）

0

(1)

（B）と（C）の内、

大きい方

点
29

点

点

点
要因からの評点

履歴からの評点

　３～10年に１回程度

　10年に１回未満

配点 評　点

4

要　　因 配点 評　点

5

5

　発生履歴なし

45

7 (7)

2

44

積 雪 深

斜面勾配

7 (7)

2 2

8
(8)

0

5

6

施設管理番号 306 3 3 8 D 5

6

8 (8)

3

66

8 (8)

　発生履歴不明

点

点

点

植　　生

斜面方位

斜面の種類

合　　計

部分記号

様式－１０　　安定度調査表（雪崩）
点　検　者 松橋　浩一

所 属 機 関 （株）テクノ長谷
すべてクリアシート複製 シート削除

5 1 0 2 B 0 2 0 0 3 6 2 8 0 0 3 6 7 3 0 m

防災カルテ様式　C 　（岩盤崩壊）
上下線の別(至) 上 延長 450.000

平成26年8月26日点 検 月 日 平成23年5月25日 平成24年5月17日 平成24年12月8日 平成25年4月22日 平成26年4月23日

点 検 の 種 類 通常時点検 通常時点検

施設管理番号 点検対象項目 岩盤崩壊 路線名

異常時点検 通常時点検 通常時点検 異常気象時点検

点 検 方 法 目視及び直接測定 目視及び直接測定 目視及び直接測定 目視及び直接測定 目視及び直接測定 目視及び直接測定

①開口亀裂の拡大
目視上、変化は見られな

い。

目視上、変化は見られな

い。

目視上、変化は見られな

い。

目視上、変化は見られな

い。

目視上、変化は見られな

い。
同左

前 回 と の 差 異 変化なし 変化なし 変化なし 変化なし 変化なし 変化なし

擁壁背面の新たな落石
目視上、変化は見られな

い。

目視上、変化は見られな

い。

目視上、変化は見られな

い。

目視上、変化は見られな

い。

目視上、変化は見られな

い。
同左

前 回 と の 差 異 変化なし 変化なし 変化なし 変化なし 変化なし 変化なし

前 回 と の 差 異

前 回 と の 差 異

前 回 と の 差 異

前 回 と の 差 異

点検時の特記事項

（点検時の対応）

天候 晴 天候 曇 天候 曇 天候 晴、曇 天候 晴 天候 曇

地震発生（12/7）により緊

急点検実施。

特に、目視上変化なし

36.31kp付近で落石発生

（最大40cm×30cm程度の

岩塊、薄片状の岩片）

36.50kp付近、φ １ｍ前後の

転石が擬木に捕捉された状

態である。

　36.51kp付近の急崖斜面

の擬木に捕捉された状態の

転石（φ １ｍ前後）が認めら

れる。

・8/22の豪雨（立惣辺：時

間雨量/58mm、累加雨量

/172mm）により点検

⇒特に異常は認められな

かった。

髙橋、丹 髙橋、堀田 髙橋、丹 髙橋、石塚 髙橋、石塚

点検後の対応

（専門技術者の対応）

斜面最上部の岩盤が露頭

する急崖及びその直下の

斜面中の転石・浮石の状況

に着目した監視が必要であ

る。

同左 同左 同左

　擬木に留まっている転石はかろうじ

て安定しているが、今後、不安定化す

ることも懸念される。転石は道路面か

ら約65ｍ付近にあり、その落石エネル

ギーは極めて大きく、落石予防工の検

討が必要である。斜面最上部の岩盤

が露頭する急崖及びその直下の斜面

中の転石・浮石の状況に着目した監視

が必要である。

小松順一 H26.4.23 藤井登H23.5.25 小松順一 H24.5.17 栗山大助 H24.12.8 栗山大助 H25.4.22

点 検 者 髙橋、遠藤

国道１０２号 横浜六ヶ所

点検月日 専門技術者

＜箇所別記録表＞ ＜安定度調査表（要因調査）＞

＜現状記録写真（降雪前後）＞ ＜防災カルテ＞
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雪崩対策施設の維持管理について

○青森県では平成２３年度より、雪崩対策施設を含む

雪寒施設の点検、管理計画策定事業を実施。

【事業目的】

１．各施設の現状を把握するための点検、調査を実施。

２．予防保全を主体とした管理により、適切な時期に

施設修繕・更新・整備を図る。

冬期間における安全・安心・快適な道路空間を
継続的かつ安定的に確保。
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雪崩対策施設の維持管理の必要性①

H21.2.22 陸奥新報

国道339号（中泊町）

H21.2.22 東奥日報

H21.2.20～21暴風雪による防雪柵の倒壊

◇ 県民の関心

県民の命を守る！

第三者被害や旧基準施設…

◇ 老朽化対策問題の浮上

H26.1.14 讀賣新聞

定期的な状況把握と対策が必要！

設置後の施設の状況がわからない…

H24.12.2 産経新聞
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雪崩対策施設の維持管理の必要性②

◇ 現状把握

データベースの作成！

施設の経過年数を考慮すると
大規模更新が必要…

限られた予算の中で計画的な更新！

◇ 予算（施設経過年）

施設台帳がない…

雪寒施設現況表（H28.4月現在）
種類 延長（ｍ） 最古完成年度 経過年数

雪崩予防施設 9,518 昭和５９年 ３２年
ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 1,481 昭和５６年 ３５年

防雪柵 293,432 昭和５０年以前 ４１年以上
ｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 2,257 昭和５０年 ４１年
消雪ﾊﾟｲﾌﾟ 7,027 昭和４５年 ４６年
無散水消雪施設 10,439 平成５年 ２３年
ﾛｰﾄﾞﾋｰﾃｨﾝｸﾞ 1,847 平成１０年 １８年
流・融雪溝 310,727 昭和６０年 ３１年
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青森県 県土整備部 道路課

雪崩対策施設の維持管理の必要性③

◇老朽化対策問題の浮上
定期的な状況把握及び対策が必要！

◇県民の関心
県民の命を守る！

◇予算（施設経過年）
限られた予算の中で計画的な更新！

◇現状把握
データベースの作成！

適切な維持管理計画の構築が必要
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維持管理に関する取り組みについて

○台帳様式作成・システム設計・維持管理方針の検討（H23～25）

・これまで整備した雪寒施設の台帳様式を作成

・台帳管理システムやマネジメントシステムを構築

＜システム構築＞＜施設台帳・点検調書の例＞

H26.2.13 讀賣新聞

・維持管理方針の検討（事後保全から予防保全へ）
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維持管理に関する取り組みについて

○台帳作成・点検要領作成及び点検実施（H26～）

作成した様式をもとに…

①施設台帳の作成

②施設点検要領の作成

③施設点検の実施

＜各種点検要領＞

○点検要領の内容
＜スノーシェッド＞ ※H26点検実施（N=12基）
・点検頻度：５年に１回
・点検方法：近接目視および打音検査
・評価方法：A、B、C、E、M、Sの６等級区分

＜雪崩予防施設＞ ※H27点検実施（N=3,826基）
・点検頻度：５年に１回
・点検方法：近接目視
・評価方法：A、B、C、Eの４等級区分
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青森県 県土整備部 道路課

点検要領及び点検について
＜スノーシェッドの判定区分＞

＜雪崩予防施設の判定区分＞

区分

Ａ
健全

Ｂ
予防対策

Ｃ
要対策

Ｅ
緊急対応

一　般　的　状　況

損傷が認められない、または軽微な損傷であり、対策を必要としないもの。

損傷が軽微であるが、予防保全の観点から対策をすることが望ましいもの。

損傷が進展しており、計画的に補修などの対策が必要なもの。

深刻な損傷が複数で発生し、第三者影響の可能性が著しく高く、緊急対応が必要なもの。

判定区分 判定の内容 対策の内容

Ａ 損傷がないか、あっても軽微で補修を行う必要がないもの。
なし。
（継続監視）

Ｂ
損傷がないか、あっても軽微で、現状では通行者・通行車両に
対して危険がないが、監視を必要とするもの。

継続監視。
（日常巡回や点検結果等を踏まえ検討する。）

Ｃ
損傷があり、それが進行して早晩、通行者・通行車両に対して
危険があるため、早急に対策を必要とするもの。

応急処置後、必要に応じ詳細調査を実施した上
で、早急に対策を検討する。
（５年以内）

Ｅ
損傷が大きく、通行者・通行車両に対して危険を及ぼす可能性、
または構造安全性確保に懸念があるため、直ちに何らかの対策
を必要とするもの。

応急処置後、必要に応じ詳細調査を実施した上
で、直ちに対策工を検討する。
（可能な限り早く）

Ｍ 損傷が見られるが、日常の維持工事で対応が可能なもの。 維持工事での対応を検討する。

Ｓ
損傷の要因や進展性などを把握するために、追加調査が必要
なもの。

損傷の種類に応じた詳細調査を検討する。
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青森県 県土整備部 道路課

点検要領及び点検について

＜点検状況の一例＞
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青森県 県土整備部 道路課

維持管理に関する取り組みについて

○点検結果を踏まえた修繕計画の策定（H27～）

・下記指標を参考に優先順位を決定し修繕計画を策定
＜指標：施設の状態、交通量、緊急輸送道路指定の有無など＞

【スノーシェッド修繕計画】

大川原1スノーシェッド 国道３９４号 中南地域県民局 2014/10/20 Ｃ ○ ボルト交換 3

大川原2スノーシェッド 国道３９４号 中南地域県民局 2014/10/20 Ｃ ○ ボルト交換 3

大川原3スノーシェッド 国道３９４号 中南地域県民局 2014/10/20 Ｃ ○ 断面修復 10

奥瀬1スノーシェッド 国道１０２号 上北地域県民局 2014/11/10 Ｃ ○ 断面修復 10

奥瀬2スノーシェッド 国道１０２号 上北地域県民局 2014/10/6 Ｃ ○ 断面修復 10

奥瀬3スノーシェッド 国道１０２号 上北地域県民局 2014/11/4 Ｃ ○ 断面修復 5

蔦スノーシェッド 国道１０３号 上北地域県民局 2014/10/29 Ｃ ○ 断面修復 10

宇樽部スノーシェッド 国道４５４号 上北地域県民局 2014/10/22 Ｃ ○ 断面修復 5

若狭第1スノーシェッド 県道青森田代十和田線 上北地域県民局 2014/10/30 Ｃ ○ 断面修復 5

若狭第2スノーシェッド 県道青森田代十和田線 上北地域県民局 2014/10/30 Ｃ ○ 断面修復 5

若狭第3スノーシェッド 県道青森田代十和田線 上北地域県民局 2014/11/7 Ｃ ○ 断面修復 10

大滝覆道スノーシェッド 県道むつ恐山公園大畑線 下北地域県民局 2014/11/4 Ｃ ○ 断面修復 10

修繕内容
概算修繕金額

（百万円）点検実施
年月日

点検記録

判定
区分

シェッド名（ﾌﾘｶﾞﾅ） 路線名

管理事務所名

管理者 修繕計画

H26 H27 H28 H29 H30

備考
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青森県 県土整備部 道路課

維持管理に関する取り組みについて

○施設修繕の着手、各履歴の記録（H28～）

点検、評価、措置、記録のメンテナンスサイクルを
構築し回していくことにより施設の長寿命化を図る。

＜ 施設の劣化状況 ＞
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青森県 県土整備部 道路課

維持管理に関する取り組みについて
【まとめ】

県内の雪崩対策施設について、各施設の状況を
把握するための点検・調査を行い、
予防保全を主体とした管理計画を策定し実行する。

適正な時期に施設修繕・更新・整備が図られ、
冬期間における安全・安心・快適な道路空間を
継続的かつ安定的に確保していく事が可能となる。
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青森県 県土整備部 道路課

維持管理に関する取り組みについて
【今後の課題】

・点検や修繕により集積された各種データを利用しての、
劣化予測手法の確立や対策費用算出方法の確立

・実態に即した中長期維持管理計画の策定
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